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心 の 教育にっ い て の
一 考察 （4 ）

一 美 しさを求 め る
一

樫　山　 フ ミエ

Education　which 　aims 　to　develop　the　Mind （Part　4）
　　　　　　　　　　

− Sθarch 　for　 Beauty一

KASHIYAMA 　 Fumie

　It　has　been　a　long　 time 　since 　the　importance　of 　 the　education 　focused　on 　the　mind 　 was

stated ．　Its　aim 　 is　 that 　human 　beings　are 　to　lead　 life　 humanely ．　 As　I　discussed　 the 七heme

of 　the　humane　life　in　 the　 previQus　 issue，　 I　 would 　 like　 to　 examine
‘‘Vegetable　 Dyes”as 　 a

specific 　 method 　in　this　issue．

　To　nurse 　 the　 mind 　 which 　 is　 able 　 to　 sense 　beauty　 is　 one 　 of 　 the　ways 　 to　 the　 education

cultivating 　 the　 mind ．　 Only　 humans　 can 　appreciate 　 the　 colors 　 of 　 the　 plants　 in　nature ，

and 　 introduce　 them 　 into　 their　 life　 as 　 arts 　 and 　 crafts ，　 which 　 can 　 make 　 the　 mind 　 affluent ．

　Hereby，
　 I　would 　like　to　 report 　 my 　experiment 　 in　 the　 devise　 of 　 the　vegetable 　dyes　 with

six 　kinds　of 　plants．

Key　Word ：Dye　Staff　of 　plants ，
　Vegetable　Dyes，　 Arts　and 　 Crafts　in　Life，　 Sense　 of　Beauty
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は　 じ　 め　 に

　心の教育と い われ る よ うにな っ て 久 しい が ，

それ は何 を求 めて の 論議であろ うか 。 人間 らし

い 人間になる こ と
，

と い う
一

言に尽 きる と思 う

が，こ の 人間 らしい 人間に なる とい うこ との 意

味が また ひ とつ で は な い
。

　筆者は こ れ まで 心 の 教 育に つ い て の概論 ， そ

の ため の 方法 ， 手段 に つ い て 述べ て きたが，本

報で は更に，人間の 中に ある 「美」 を求め る本

性よ りこ の 問題 に つ い て 考察する 。

1．芸術 と伝統工 芸

「美」 と聞 い てす ぐ頭 に浮かんで くるの は芸

術 ・芸術作品で あろ う。 で は芸術 とは何か 。 広

辞苑 に は次の ように 定義 して い る 。 「技 芸 と学

術 。

一
定の 材料 ・技巧 ・様式 など に よ る 美の 創

作 ・表現 。造形芸術 （彫刻 ・絵画 ・建築 な ど）

表情 芸術 （舞踊 ・演劇 など）音響芸 術 （音楽）

言語芸術 （詩 ・小説 ・戯 曲な ど）。 時間芸術 と

空間芸術 に分ける こ ともある ％」とある 。

　だ が こ うした芸術の 定義か ら美を追求 し，創

作 ・表現す る に は秀で た能力が必要で ある 。 と

い うこ とは誰で もが 出来る こ とで はない し，そ

れ を理解 し，味わ うとい うこ とも時には 困難で

あ る。た とえば絵画を例 に とれば，大部分 の 作

品 はそ れ を観て 素晴らしい ，こ の 色使 い は とて

もよ い
，

こ の形 ・構図は よ い ，な ど
一

般的に わ

か る とい う言 い 方 をし，それは観 る人に快 感 を
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与 える 。 しか し，よ くわかる と い う絵が芸術的

に優れて い る か どうか判断す る の は凡人 には難

し い
。 そ の 分野 で特別 な才能を持 つ 人が 判断 ・

評価 をする こ とが 出来 る 。 特に抽象画 とい われ

る 絵画はそうで ある し，絵画に素養 の ない もの

に とっ て は ダ リ ，
マ チ ス ，ゴ ー

ギ ャ ン ，ゴ ッ ホ，

ピカ ソ な どの 絵に は共感 ・理解で きな い もの も

多 い
。 しか しそれは個人的なこ とで ，

一
般的に

はや は り名画 とい われ る もの に は何 ともい えな

い 心地 よ さが あ り，感動が あ り，喜 びが ある 。

それ は観る人 を活気付 け，心に 安 ら ぎを与えて

くれ る 。 だ か ら美術館 には人々 が集まる の で ある。

　 と こ ろ で こ うした芸術の 範曙 に も入 るが別 の

表現をする もの に，伝統工 芸 と言われ る もの が

あ る 。 こ れ を定義する と 「伝統 とは先人の 経験 ・

制度 ・思想な どその集団 ・社会の 風習 とな っ て

人 々 に 影響 を与 える もの 。 また，それ らを受け

伝 え る こ と 。 」「工 芸 は美術的な工芸生 産 をつ く

る こ と 。 また，そ の 生産品 。 彫金 ・焼 き物 ・塗

り物 ・織物な ど
2 〕

。 」 とある 。

　わが 国に もそれ ぞれ の 分野で 多 くの 工芸 品が

あ り， そ の技 の 伝承が なされ て い る 。 機械文明

の 発達 とともに手工 芸が なお ざりに され て きた

が ，現在 また その よ さ ・素晴ら しさが見直され ，

復興傾向で ある こ とは喜ば しい こ とで ある 。

　そ こ で本報 で は，染織の 分野 で 心の 教 育 との

関連 を考察 し て み る 。

2 ．伝統工 芸 と しての 染織文化

　日本 に は多くの 染織文化が ある 。 代表的な も

の を上 げて み る と，

　北海道地方

　　　優佳 良織 ， ア ッ シ織

　東北地方

　　　こ ぎん刺 し，南部裂織 ，南部菱刺，岩泉

　　　南部紬 ，南部茜染，紫紺染，南部古代型

　　　染 ， 岩手 ホ
ーム ス パ ン

， 鹿角茜 ， 秋 田八

　　　丈，秋田畝織，ぜ ん まい 織 米沢織，紅

　　　花紬 ， 会津郷か らむ し織，米琉，白鷹お

　　　召 し，長井紬，な ど ・

　関東地 方

　　結城紬，桐生 織，秩 父銘仙，村山大島紬，

　　黄八丈，黒八 丈，鳶八 丈，唐桟，江戸小

　　紋，神奈川 シル ク ス ク リ
ー

ン ，な ど

北陸 ・中部地方

　　塩沢紬，小千谷紬，縮 ， 越後上 布 ， 加賀

　　友禅 ，郡上紬 ， 有松 ・鳴海絞 り，知多木

　　綿，掛川葛布，佐渡の 裂織，牛首紬，能

　　登上布，上 田紬，など

近畿地方

　　丹 後縮緬，長浜縮緬 ，近江上布，秦荘紬，

　　近江木綿，丹後木綿，河内木綿，西陣織

　　京友禅 ， 京縫 い
， 堺 緞通 ， など

中 国 ・四 国地方

　　弓 ケ 浜絣，広瀬絣，倉吉絣，備後絣，伊

　　予絣 ， 阿波正藍染 ， 狩江木綿 ，
土佐紬 と

　　絣や藍が 目立 つ 。

九 州地 方

　　久留米絣，博多織，佐賀錦，綾の 手紬，

　　本場大島紬，それ に染織 の 宝庫沖縄 の染

　　織と芭蕉布，読谷山花織，読谷村ミン サ
ー
，

　　首里花織 ，首里 紬， ロ
ー

トン織 花倉織，

　　手縞 ， 紅型 ， 藍型 ， 久米島紬 ， 南風原紬 ，

　　琉球紬，宮古上布，八重 山上布，八重山

　　ミ ン サ
ー

，竹富 ミ ン サ
ー
，な ど

省略 したもの もあるが，日本の 染織文化は非常

に豊富で ある 。

　こ の 他 ， 現在は伝承者が な く生 産 され て い な

い もの も60種 に及 ぶ
3）。い ず れ に して も染織 文

化 と呼ばれ る よ うにそれ は手工 芸 が基本で ，そ

の 道 に秀で た者は無形文化財技術保持者 と呼ば

れ現在 に至 っ て い る 。 さすが に彼 らの 手に な っ

た作品は逸 品で ，年数 と経験の 重 さ を感 じさせ

られる 。

　だが筆者が こ こ で取 り上 げたい の はそうした

特別な作品の こ と で は な く，伝承され る技であ

る。伝統工芸 ・染織文化 は基本的に 自然素材 を

用 い て い る こ とで ある 。 織物 の素材 も染料 もい

に しえの 人 々 の 知恵の 結集 として 伝えられ た 。

自然 の物が使 われ た と い うこ とは ，文明 ・文化

の 発展で人工 的な もの が作 られた のが後代だ と

言 うこ との 他に ，自然の 持 つ 素晴ら しさが 人間
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を魅了 したので はな い か 。 特に染色 に関 して筆

者が興味 ・関心 を持つ の は その 発色 の 美 しさで

ある 。 化学染料が開発 されて 150年 に な るが，

そ の 色の 種類か らい っ て も多 くあ り，扱 い も簡

単で 短時間で その 目的 を達す る こ とがで きる の

に，それで もなお，天然染料 に こ だわ り， 染め

続 けて い くの はそ の 美 しさ の違 い に よ るため で

ある 。

3．生活工芸 と しての染織

　現在，プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル と して ，ある い は

ア マ チ ュ ァと して 種々 の 染織 を手が けて い る人

はかな りい る。前述 した よ うに伝統工芸 は もち

ろ ん，生 活工芸もその よさは手作 りだ と い うこ

とで ある 。 多くの時間と手間をかけて 作品を作 っ

て い くの は なぜ なのか 。 それ は手作 りの よ さに

よる もの で ある 。 日本語 に
”

味わ い
”

と い う言

葉が あるが，この 手作 りに はそれがある 。 手作

りにはそ れを手が けた人の心が そ の作品に表れ

て い て ，みる人使 う人にその 心 が 感 じられ，優

しい 気持ちに させ られ る の は体験す る と こ ろ で

ある 。

　以下 ，筆者が 実施 した もの を通 して そ の 美し

さ を味わ っ て み る 。

　 イ）藍染め

　久留米絣は藍染め の 代表的な染織で あ り，伝

統工 芸 の ひ とつ で もある 。 伝統工芸 につ い て は

前に 述べ たが ， 生活工 芸 と して の 久留米絣は染

料 も自然 （天 然）染料 だ けで は な く，化学染料

と の 併用 ある い は化学染料の み の染色が されて

い る 。

　 自然染料 としての藍草 も世界で は 50種 もある

と い わ れ るが，身近な と こ ろ で は蓼藍，イン ド

藍，琉球藍 ，南蛮駒繋 ，大青 な どがある 。 そ の

利用法 も伝統的な久留米絣は蓼藍 を発酵 させ て

ス ク モ に し，それを建 て て染 め る 。 だが多 くの

藍 は沈殿法で 使用する 。藍 の 含有量 と して はイ

ン ド藍が最 も多 く，沖縄 の 八 重 山地 方で栽培 さ

れ て い る南蛮駒繋藍は こ の イ ン ド藍に似て い る 。

　今回，実施 した藍染 めは蓼藍 の 生葉染 め と乾

燥葉染 めで ある 。 蓼藍 は以前は九 州地方で も栽

培 されて い た よ うだが，現在は大量 に栽培され

て い る と聞 くこ とはな い
。 筆者は以前，徳島で

栽培 されて い る蓼藍 を見て 感動 した こ とがあ っ

た が，今回はその 種子を入手する こ とが で きた

の で栽培 し ， 今 回の染色 に活用 した 。

　染色 を比較する には染色物 ， 量 など条件 を同

一
にする必 要が あ るが，今回 はそれ が 目的 で は

な く染色 の 美 しさ とい うこ とで ある の で
， 特 に

条件 を同
一

に して い ない 。結果は 図 1 の 通 りで

ある 。

　生葉染め の ブ ル
ー

は乾燥葉に くらべ 緑味が か っ

て い る 。 どちらの 色相い を好 むかは個人 に よ る

が ，作業工 程 の 点か ら言えば乾燥葉の 方が 手間

がか か らな い
。 なぜ な ら藍の 色素を抽 出するた

め に葉 を細か くす る必要があ るが ，
生 葉は刻 む

と い う作業が あるが t 乾燥葉 は もむだ けで 細か

く出来 る か らで ある 。

　 ロ 〕欅 の 生葉染め

　剪定 した枝 葉 を煎 じて 染液 とし，染色 した も

の で ある 。 生葉で も落葉で も多少の 違 い は ある

が， こ の よ うな茶系の 色あい で ある 。 媒染剤 は

錫で 同浴で 染色 して い る。（図 2 ）

　ハ ）刈安染 め

　刈安 と い っ て す ぐ思 い 浮か べ る の は八 丈島の

伝統工 芸 と して 織 られ て い る黄八 丈で あ る 。 こ

の黄色が 刈安で ある 。 しか し ， 他の染織 と同 じ

く現在は純粋な天 然染料で 染め る の は限 られ て

お り，化学染料が 目立 つ
。 刈安 は イネ科の 植物

で 萱状 の もの を 3セ ン チ ほ どに カ ッ トした もの

を使用す る 。 媒染剤に よ り色あ い が変わ っ て く

るが黄 〜黄茶 を呈する 。 （図 3 ）

　 二 ）福木染 め

　福木は奄美大島や沖縄地方に 自生する喬木で

ある 。 今 回は八重 山で 入手 した福木の 皮 を煎 じ

て染液 と し，染色 した。黄色の 美 しい 色 を呈 し

た 。 （図 4 ）以前に奄美大島で 街路樹 と して植

えて あ る木を剪定 した枝葉で 染色 した こ とがあっ

たが，それはもっ とオ レ ン ジがか っ てお りきれ

い な染色物 で あ っ た 。 場所が 違うと成分 も多少

は違 うの か と思 っ た 。 その 他 ，京都で 染色 に携

わ っ て い る人の 話 に よる と京都で は きれ い な黄

色に染 色 しな い と い うこ とで ある 。 水の 影響も
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ある と考えられ る 。

　ホ）玉葱の 皮 とマ リ
ーゴ ー

ル ドの 花染 め

　生活工芸 と して の 身近な天 然染料 と して用 い

る こ とが で きる。単独で もよ い が両者 の 割合 に

よ り，黄色の 強い 明るい 色にする時はマ リ
ーゴ ー

ル ドの花 を多 く用 い る と よ く， 黄茶色を好む と

きは 玉葱 の 濃色 の 皮 を用 い る と得 られ る。使 う

分量 に よ り色の 濃さが 違 うの は当然で あるが ，

い ずれ の 色 あ い も美 しい
。 （図 5 ）

　へ ）くちな しの 実染 め

　天 然染料は植物繊維に は直接染 まらな い もの

が多 い が動物繊維に は よ く染 ま る 。 くちな しの

実は動物繊維 に は もちろ ん植 物繊維 に も色は う

す くな る が 下漬け （前処理 ）な しに染色で きる 。

図 6の 通 りであ る 。

4 ．草 木 染 め

　染料を大別す る と化学染料 と天然染料 に分類
』
され る。天然染料 は人類が生存す る ように な っ

た 中で，種々 の 体験を通 して 発達 したと思 われ

る 。 繊維は腐食す る の で 残る こ とは少 ない が ，

縄文土器の 彩色 も染色 と考え る ならば，それは

長 い 時代を経て い る 。

　そ れ に対 して 化学染料 （合 成染料）は マ ラ リ

ア の 特効薬 キニ ーネの 生成実験の 中で 思 い が け

ず発見され た もの で ，歴 史的 に も新 しく西暦 18

51年 ロ ン ドン に お い て で あっ た 。 そ の 後急速に

開発が進め られ，1940年頃 まで に ドイ ツ を中心

に多 くの 染料が作 られ ，現在 の 染色 をリ
ー

ドし

て い る 。

　天然染料 は天然 に存在する もの を用い て染色

する材料と い うこ とに な るが ，そ の 大部分に植

物 を用 い る の で 植物染料 ある い は草木染め と呼

ばれて い る 。 植物以外 で は石 ， 土 ， 虫，貝類で

ある が入手 し易 い こ とや取 り扱 い の 面か らも植

物染料は抜群で ，私た ちに身近な染料で ある 。

色の ある もの は染料 になる とい えるが ， そ の 植

物の 色素 の 成分の 構造 と被染 物の それ と，染付

けは よい が その 後 の色持 ちは よ い か な どで 染料

と して 用 い る もの は 限 られ て くる 。 そこ に草木

染め の面白 さと奥 の 深 さが あ る 。

　草木染め は そ の 植物 の 色素を抽出して使うが，

抽出方法と して は大部分
”

煎 じる
”

とい う方法

をとる 。 そ して ， 興味深 い の は 目で 見 る植物の

色は 抽出され て染 まる色 と必ず し も同 じで はな

い とい うこ とで ある 。 た とえば赤 い 美 しい 花を

見て こ の 色に染め た い と思 っ て も，煎 じて 染液

を作る や り方で は違 う色 に染 まっ て しまう。筆

者も草木染め に興味 を持 ち始め た 頃，山茶花の

美しい 赤色に 魅せ られ て 染 め て みたが ，染 ま っ

た色はグレ ーで あ っ た。これは煎 じる と い うこ

とで ア ン トシ ァ ン とい う色素が 分解 し， 違 う色

素に 変わるた め で ある 。 今は研究の 結果，抽出

剤で赤色 に染め る こ とが で きる ように な っ て い

て ，花び ら染め とか も行 われ て い る 。

　さ らに草木染め の 難 しさ と面 白さは繊維 に染

め る場合，主 成分がセ ル ロ ース の 植物繊維 に染

まる もの は少 な く，染め る 前に た ん ぱ く質化 さ

せ る必 要が ある こ と，色素を金属 と結合 させ な

い と残 らな い もの が大部分で ある とい うこ とで

ある 。こ の ため ，下漬け，媒染 とい う処理が 必

要で ある 。 媒染の とき媒体 となる金属 の種類 に

よ り色 あい が 違 うこ と も面 白さの ひ とつ で ある 。

5、ま と め

　 い ずれに して も私た ちが
”

美 しい
”

と感 じる

もの を見た り聞い た りした ときの 心の 動 きを見

て み る と，感受性の 違 い は あるが喜び，安らぎ，

活気，幸福感 など とい う味わ い があ る こ とで は

な い だろ うか 。 そ して
， そ こ か ら生 まれ て くる

の は 自分 も含めた 人 間 に対する優 しさでは な い

か 。

　今回そ の
一

例 と し て ，植物染料を用 い て の 染

色 を と りあげたが ，それ は 自然の もの が 持つ 美

しさがは っ きりと感 じられる と思 っ たからで あ

る。化学染料 を使 っ て 染色 して も確かに美 しい

し，む しろ鮮 やか さ とい う点で は よ り優れ て い

る 。 しか し，両者か ら受 ける 感 じは植物染料 の

ほ うが快 い 。理由は 自然物は人間に馴染 むよ う

に で きて い る とい える し，それ と共に手間，暇

か ける こ と に よ る愛情で あろ う。 それ は私た ち

のか らだ全体がそ の よ うに反応する こ とを体験
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す る こ とか らわ か る 。 それ故，あ ま りに も人工

的 なもの に 囲まれて生 きて い る と不安定で
， 自

然か らの 安 らぎを無意識 の うちに求 め て い る。

それ は 自然物が持つ や さ しさか ら来る と思 う。

　前報で 自然 に親 しむ こ との 有益性 に つ い て 論

じたが，筆者 自身の 体験か らも特に植物 を観察

する とき，そ の 美 しさ，不思 議さに感動す る 。

それ は人間の 美しさ を見出す こ と に も通 じ る よ

うに思 う。相手の 中に こ の美 しさを見出す訓練

は絶対に大切だ と確信する 。 その ため に も美に

対する感覚を高め て 生 きた い
。

お　 わ　 り　 に

感 じる 目に見える
一

例 として草木染め の美 しさ

に つ い て 報告 した 。

　人間らしい 人問に なる ため に 美 しさ を見出 し

て い くこ とは大切なこ とである 。
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“
美 しさ を求め る

”
と掲げた 理 由は ， 真，善 ，

美そ の ものである神に よ っ て神に似せ て創造 さ

れた人間 （旧約聖書　創 1 ：26）は ，自身の 中

に真 ， 善 ， 美を見 出 した時 ， 本来の 人間に なる

こ とが で きる こ とを実感する か らで ある 。 美を
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